
◯佐野委員 ありがとうございます。それでは、最初に農

業振興地域管理事業についてお聞きをします。５年に１度

農業委員会にて行われる、平成２２年度から実施されてい

る見直しについて、平成２７年度は１７件、２．７４ヘク

タール、平成２８年度は３８件、７．１５ヘクタールとふ

えておりますが、この開発面積についてどの地域を指して

いるか教えていただきたいんですけれども。 

◯保坂農政課長 御質問のありました平成２８年度の変更

でございますけれども、商業用地がございます玉諸地区が

一番多い面積でございます。 

 以上です。 

◯佐野委員 ありがとうございます。恐らく沼川流域にな

るかと思うんですけれども、基本的には沼川流域について

は低い場所で、もともと浸水地域でありますから、農業用

水路の改修等にも気をつけていただきたいと思っておりま

す。かなり面積的には大きくなっていますので、平成２９

年６月定例会本会議でも質問させていただきましたけれど

も、きちんと適正な開発をするということは私も賛成です



ので、その部分についてはしっかり進めていただきたいと

思います。あそこは河川ではなくて農業用水路ですので、

どうかよろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、６款１項農業費、３目農業振興費、１９節

農業基盤強化、認定農業者の研修会についてお聞きしたい

んですけれども、従前に認定をされていたのは平成２６年

度は８名、平成２７年度もふえていますけれども、平均年

齢は何歳ぐらいなんでしょうか。 

◯保坂農政課長 認定農業者の年齢につきましては、平均

で六十四、五歳ぐらいでございます。 

◯佐野委員 ありがとうございます。高齢化はどこでも進

むんですけれども、若手の新たに就農していただく農業者

については、しっかりこういうところに入っているとは思

うんですけれども、糾合していただきたいと思います。こ

の研修会の参加人数は、平成２８年度は大体どのぐらいに

なったでしょうか。 

◯保坂農政課長 ただいま御質問のありました研修会につ

きましては、年１０回開催いたしております。参加人数は、



トータルで９０名でございます。 

◯佐野委員 ありがとうございます。これは、１０回合わ

せて９０名ということですね。わかりました。本市の農業

の基盤を支えていただける方ですので、新たな技術とかい

ろいろなディスカッションもできるので、こういうところ

の研修会にはしっかり参加をしていただくように、ぜひ働

きかけていただきたいと思います。 

 続きまして、６款農林水産業費、主要な施策の成果及び

予算の執行実績報告書に記載の土地基盤の整備について、

この中で、水路改良７件とありますけれども、ここの箇所

をお示ししていただきたいと思います。 

◯保坂農政課長 ただいま質問にありました水路改良につ

きましては、小曲町、西下条町、西高橋町、国玉町、あと

１つ、上帯那町にございます。 

◯佐野委員 ありがとうございます。いずれにしろ、上帯

那町については急傾斜地、それから小曲町、西下条町等に

ついては、先ほども述べましたけれども浸水地域ですので、

これは農業用水路でもあるんですが、基本的には浸水対策



にもつながりますので、しっかり進めていただきたいと思

います。 

 同じくこの表にあります取水施設補修・堰改修１２カ所

についてお示しをいただきたいと思います。 

◯保坂農政課長 取水施設の補修・堰改修の場所でござい

ますけれども、主な場所につきましては、上町農業用井戸、

これは井戸ポンプになります。それから、柏排水機場、こ

ちらの水門の石積み等がございます。 

 以上です。 

◯佐野委員 ２カ所でもいいんですけれども、なぜこれを

言うかというと、農業用水路なんですが、先ほどから繰り

返すように、排水機場、堰になりますので、ここが壊れる

というのはいろいろなところで不具合が発生しますので、

ぜひ改修については進めていっていただきたいんですけれ

ども、他の堰、水門等についての巡視、確認等というのは、

平成２８年度はどのように行われたか教えていただけます

か。 

◯保坂農政課長 現在甲府市内におきましては、可動堰の



大きなものにつきましては１０カ所、排水機場は３カ所、

揚水機場は１カ所、あと、かんがい用水井戸が４カ所、そ

して、揚水ポンプが１カ所となっております。こちらの中

で、業務委託をいたしまして、保守点検の業務をしておる

という方法と、あとは、私たちが直接巡視、巡回に行きま

して、そちらで確認をしているというのが現状でございま

す。 

 以上です。 

◯佐野委員 これは、年次的に回数が行われていて、お示

しはよろしいんですが、例えばチェックシートとか、そう

いう形で管理をされているということでよろしいでしょう

か。 

◯保坂農政課長 業務委託につきましては、全て専門の業

者に委託をしておりますので、例えば排水機場であればエ

ンジンの中のフィンとか、そういったところについても損

傷がないかというような細かい、私たちが追えない部分も

やっていただいております。私たち職員が実際に現場に行

きまして点検する場合については、当然損傷がないかどう



か外観の目視、それから、きちんと作動するかどうかとい

う点検、そういったものを中心に順次行っております。 

 以上です。 

◯佐野委員 繰り返しますけれども、これについては管理

票等がありますね。 

◯保坂農政課長 委託業者は、細かい管理票がございます。

私たちが直接行く場合については、先ほどありました目視、

それから打診等を行っております。これについての管理票

といいますか、項目はございませんが、そこはチェックを

するという中でやっております。今後そういったものもつ

くってまいりたいと考えております。 

◯佐野委員 ありがとうございます。老朽化がだんだん進

んできます。コンクリート堰については、水が浸湛してい

るところについてはもちがいいんですけれども、空気に触

れているようなところについてはもろく、ガスが発生すれ

ばさらに破損につながっていきますので、年次的に確認を

するということについてのチェック項目を行ったという管

理票については必要だと思います。突然壊れる場合もあり



ますし、いつそのところが壊れたか気がつかない場合もあ

るやに思います。そのときに、どうなっていたのかという

ことは我々も確認をしなければなりませんので、しっかり

そのところについては進めていただきたいと思います。 

 続きまして、６款２項林業費、有害鳥獣の捕獲駆除につ

いて、先ほど長沼委員も質問されていましたけれども、私

はちょっと視点を変えまして、最初に、平成２７年度に猟

友会及び甲府市鳥獣被害対策協議会を経て、平成２８年４

月１日に結成をされました甲府市鳥獣被害対策実施隊につ

いてであります。まず、こちらの組織体制について、それ

からもう１点は、構成隊員の所属地域についてお示しいた

だきたいと思います。 

◯保坂農政課長 甲府市鳥獣被害対策実施隊につきまして

は、平成２８年度に設立をいたしました。構成員につきま

しては、猟友会６分会を中心に構成をしております。 

 以上でございます。 

◯佐野委員 ありがとうございます。峡中地区猟友会から

は、市内全域の猟友会全員を隊員にしたらどうかというよ



うなことがありましたけれども、これについては御検討さ

れましたでしょうか。 

◯保坂農政課長 現在、実際に有害鳥獣が出没している地

域につきましては、甲府市の北部、南部の山付地帯にござ

います。主にそちらで猟友会がございまして、地の利がよ

くわかる猟友会ということの中で、最初のスタートについ

てはそちらの猟友会にお願いをしている次第でございます。 

 以上でございます。 

◯佐野委員 ありがとうございました。承知しました。 

 それから、平成２５年度が２３３頭、平成２６年度が２

４９頭、平成２７年度が２７５頭の有害鳥獣を駆除したと

承知はしているんですが、平成２８年度は何頭駆除された

でしょうか。 

◯小林農林振興室長 ただいまの数字につきましては、農

政課で行っています有害鳥獣駆除と、私ども林政課で行っ

ております管理捕獲を合わせた数字ということですので、

私から答えさせていただきます。平成２８年度につきまし

ては、管理捕獲は２００頭、有害鳥獣駆除につきましては



１３２頭、合計３３２頭、これは鹿とイノシシでございま

す。鹿が２２３頭、イノシシが１０９頭、合わせて３３２

頭の捕獲実績になっております。 

 以上です。 

◯佐野委員 年々管理捕獲がふえてきますけれども、これ

は林政課も農政課も関係があることですので、有害鳥獣の

駆除については山付の農家の方が非常に困っているという

ことをお聞きしますので、しっかり進めていただきたいと

思います。 

 最後に１点だけ、猿等の被害は発生したかどうかお聞き

したいです。 

◯保坂農政課長 猿の出没につきましては、確認はしてお

りますけれども、被害は現在ございません。 

◯佐野委員 ありがとうございます。猿が出始めると、と

てつもなく農林業への被害が大きくなります。確認された

というのは、ちょっと心配をすることであります。おとと

しぐらいまでは、猿の出没は甲府市に限ってはなかったん

ですが、電気柵等を周りの市町村が設置すると、それを伝



って甲府市のほうにだんだん移動してくるのではないかと

思います。長沼委員が御指摘をされておりましたが、電気

柵等についても猿が出た以上は検討しなきゃいけないのか

なと思っています。 

 以上で質問を終わります。 

◯原田委員長 先ほどの佐野委員の質問に対して、保坂農

政課長より発言を訂正したい旨の申し出がありましたので、

これを許可いたします。 

 保坂農政課長。 

◯保坂農政課長 先ほどの佐野委員からの御質問に対して、

訂正をさせていただきます。 

 認定農業者の平均の年齢でございますけれども、６０．

８１歳ということでございます。 

 それからあと、取水施設補修・堰改良に関しての残り１

０カ所でございますけれども、中道町が１カ所、国母地区

が１カ所、小曲町が５カ所、大里町が１カ所、東下条町が

１カ所、西下条町が１カ所と、先ほどの２カ所を合わせま

して１２カ所になります。 



 以上でございます。申しわけございませんでした。 

◯佐野委員 ありがとうございました。承知しました。 

 

 

 

◯佐野委員 それでは、質問させていただきます。私も、

先ほどの荻原委員の御指摘した質問に関するんですが、平

成２８年の観光地別等入込状況を見てみると、やっぱり全

体的に下がっているのはそういう理由なんだと。それから、

入湯税の調定額についても下がっていると。これもそうい

う理由なんだというのはよく承知ができました。これに関

連すれば、電動アシスト自転車が平成２６年が２，７７１

回ということですかね、貸し出し。平成２７年が２，８９

２回、平成２８年が２，６８８回ということで、これも下

がっているのはそういう理由だなというのはよく承知がで

きました。ですので、入込状況については、そういう中国

のインバウンドにかかわることで減をしているんだなとい

うことが承知できました。 



 そこで質問させていただきたいと思います。７款１項２

目商工業振興費１９節宝飾産業広報活動促進事業補助金に

ついてであります。まず荻原委員の御指摘のとおり、やは

り甲府市がどれだけ稼いだか、もうけたか、これが重要に

なってくると思います。そこで、観光客や県民、市民の皆

さん方が甲府市で売れるブランドはやはりジュエリーとワ

インだと思います。ジュエリーに関する興味を持っていた

だくという取り組みが、観光客にとっても、それから県内

市内の住民にとってもやはり取り組みということでは重要

だと思っています。これを進めるためのジュエリーミュー

ジアムで開催をされていますやまなし国際ミネラル＆ジュ

エリーショーという、この開催実績について、平成２８年

度に行われましたので確認をしていきたいと思います。 

 まず、開催規模、それから来場人数、開催内容、開催時

の様子などをちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

◯櫻林観光商工室長 平成２８年度のやまなし国際ミネラ

ル＆ジュエリーショーにつきましては、１０月２９日、３

０日の２日間でやまなしプラザでオープンスクエア、県民



広場を活用して開催しております。来場者数は１，２７０

名となっております。平成２８年度につきましては、それ

までやまなしプラザだけで開催していたものを、甲府市役

所の駐車場も会場に加えまして開催規模を拡大して実施し

たという状況でございます。 

◯佐野委員 ありがとうございました。県民プラザ、それ

から甲府市役所駐車場も使って開催をされたということ。

この日に行われたことで、波及効果も考えると、中心市街

地への観光客等の交流人口はこの日だけでもこの限定でも

構わないんですが、ふえたというふうに思われるでしょう

か。 

◯櫻林観光商工室長 ２日間ですけれども、１，２００名

ほどの方がおいでになっているということであれば、場所

が、しかも県民プラザ、甲府市役所駐車場ということであ

れば、これらの方々が、いわゆる中心街へ出ていただいた

ということは十分推測できるのかなということで、中心街

の活性化に効果があったのではないかと考えております。 

 以上です。 



◯佐野委員 ありがとうございます。これは感応的にやっ

ぱりそういうものは感じられるということだと思うんです

けれども、実数として効果確認、動態などを調査されたの

か、お示しください。 

◯櫻林観光商工室長 やまなし国際ミネラル＆ジュエリー

ショーにつきましては、職員が赴きまして、実際の現場を

見るような形をとっております。それで、あとは実行委員

会さんでアンケート等もとっておりますので、それで、来

場してよかったですとか、そういったアンケートなんです

けれども、そういったものなどで状況等は確認させていた

だいております。 

◯佐野委員 ありがとうございました。感応的にでもやっ

ぱりふえたなというのを職員の方が実感されるんであれば、

やはりこれはこの２日間でも動態、いわゆるどれだけ人が

歩いたかとか、そういうものは確認したほうがいいと思い

ます。数値でやっぱり確認をすることで、実際にこの施策

を打って、これだけの流入人口というか、入り込みが上が

ったということが確認できれば、同じように施策を水平展



開していくという根拠にもなると思いますので、今後はそ

ういう形で進めていっていただきたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

 

 

 

◯佐野委員 それでは、平成２８年度の１年間で遅延が発

生したことですので、横沢通りの３年延長についてお聞き

したいと思います。 

 新聞報道によりますと、６億３，０００万円余りの増額

となる見通しとあり、住民もまた、商売をしている者にと

っては１カ月でも２カ月でも早く開通をお願いしたいと話

されていること、これは大いに理解できることであります

し、早くしなきゃいけないことだと思います。 

 それで、最初に具体的な工期延長の工事内容について説

明をお願いいたします。 

◯桜林区画整理課長 大変御迷惑をおかけしております。

工事の遅延の原因を説明させていただきますが、まず、当



初、本市により施工することとなっておりました下水道切

り回しの工事ですが、本工事に先立ちまして、支障物件と

いたしまして切り回し工事を行っております。このことに

つきましては、ＪＲ東日本と協議する中でＪＲ東日本に業

務委託することが経済面とか安全面で有利であると判断し

たところでございまして、閉鎖開始時期の平成２６年５月

までには完了する予定だったものですが、調査及び設計な

どの準備に時間を要しということで、まず６カ月延びてお

ります。 

 続きまして、その次の発信・到達抗の工程がございまし

て、立坑を両側に掘る工程でございますが、立坑を掘る際、

矢板打設時に地中に大きな岩石が数多く存在したというこ

とでございまして、打設機械の入れかえ、打設に時間を要

したことによりまして、予定期間が約６カ月延びておりま

す。 

 また、続きまして、現在やっている交差部函体工という

工程におきまして、当初、既存の橋脚を機械による粉砕除

去という予定でおりましたが、実際に着工したところ、こ



の橋脚が著しく古いものでありまして、人力による粉砕除

去を強いられることとなりました。これによりまして、今

後の予定期間を計算しますと、約９カ月延びてしまうこと

が判明しております。 

 これに残務期間３カ月を加えまして、ＪＲ東日本工事の

延期については２年間の遅延となっております。これに、

全体を閉鎖して本市の施工する取り付け道路１年を加えま

して３年ということになっております。 

 以上です。 

◯佐野委員 ありがとうございます。これは、平成２８年

度から延びてしまうかと思うんですが、今から施工しても

平成３３年３月３１日への３年間の延長でよいですか。 

◯桜林区画整理課長 そのとおりでございます。 

◯佐野委員 ありがとうございます。この工事主体という

のはＪＲ東日本でいいですか。 

◯桜林区画整理課長 そのとおり、ＪＲ東日本でございま

す。 

◯佐野委員 それでは、ＪＲ東日本と当局との工事進捗の



会議とかいうものについて、もう１回確認をしたいと思い

ます。ＪＲ東日本との工事進捗連絡会議というのは開催さ

れていたとお聞きしておりますが、工事の進捗や、それに

伴う工程の遅延などの確認をまずされたかどうか。それか

ら、おくれに対する整合は実施されていたか。あと、会議

開催の頻度についてお示しください。 

◯桜林区画整理課長 整合性の会議、これは定例会議と申

しまして、頻度は毎月１回のペースで昨年度も行っており

ます。その中で、その都度工事の進捗状況を、把握してい

る工事の遅延なども確認しておりました。 

 以上です。 

◯佐野委員 この工事の遅延、先ほど御説明がありました

けれども、まず遅延の要因であります橋脚除去についてお

聞きしたいと思います。 

 横沢アンダー橋脚の老朽化が確認されて、機械から人力

による除去でなければ工事ができないであろうと。これに

ついては電車安全運行への危険性があることで、ＪＲ東日

本は工期遅延ということで、いわゆる、ちょっとおくれち



ゃうということが確認されたと思いますが、これについて

はいかがでしょうか。 

◯桜林区画整理課長 そのとおりでございまして、電車の

安全運行を第一に確保することにおきまして、人力に切り

かえたところでございます。 

◯佐野委員 この前、工程表を見せていただいて、平成２

８年度にこの部分についての工事も行われる予定だったと

いうことで、これはおくれていますので、確認をさせてい

ただいています。 

 この橋脚除去と一緒に、土どめ用の矢板打設抗も、平成

２８年度にはおくれが確認されていますけれども、土どめ

用の矢板打設抗については、思った以上に大量の転石が確

認されたことで工期遅延が確認とありましたけれども、こ

の土どめというのをしないとやっぱり工事中でも崩落の危

険性がある、あるいは電車の安全運行上に必要があるとい

うことでＪＲ東日本が判断したと思いますが、その必要性

について説明をお願いしたいと思います。 

◯桜林区画整理課長 土どめ工事につきましては、平成２



７年度から行っておりまして、平成２８年度にかかってい

るところもございますが、転石が確認されたことで工期が

おくれることが推測できたところでございます。 

 工事中の危険性を回避するという観点及び電車の運行上、

先ほど説明したとおり、土どめがないと工事ができない、

次のステップに進めないという状況でございます。 

◯佐野委員 この工事がおくれるという、平成２８年度や

っぱりもうかなりおくれてしまうという、この時点で、Ｊ

Ｒ東日本との工期リカバリーの協議は行ったんでしょうか。

その有無をお聞きしたいと思います。 

◯桜林区画整理課長 矢板打設は平成２７年度から施工し

ているんですが、平成２７年度、平成２８年度におきまし

ても工事のおくれを確認しているところでございまして、

その後の工程、施工予定である交差部函体工が長期にわた

る工程であることから、工事のおくれを取り戻すことを協

議していたところでございます 

◯佐野委員 わかりました。これは今期定例会経済建設委

員会でもお聞きしていた件ですが、平成２８年度にかかわ



るということで、その部分についてお聞きしております。

経緯や問題点については、この平成２８年度中の決算にか

かわる部分については確認ができたと思われます。 

 何度も繰り返しますけれども、総括的に言わせていただ

ければ、初めに平成２６年度ぐらいからずっと、平成２７

年度と、おくれているということについては、現執行体制

ではないと言っても、過去の問題であっても、報告がまず

行われなかったということ、それから対応体制のおくれと

ともに、これで現在のとおり問題が大きくなってしまった

と、先ほどの御説明では判断をしております。 

 現建設部はやっぱりこれは責任を負わなければいけない

のではないかと思いますけれども、いかがでしょうか。 

◯桜林区画整理課長 現担当という御指摘がございました

が、長期にわたる事業でございまして、関係者多数がかか

わりながら事業を推進していく必要がございます。その工

程管理につきましては極めて重要と考えております。 

 事業を推進する主体として、本市がしっかりと組織的に

進捗管理を行う必要があったものと考えております。それ



につきましても、報告等がおくれてしまったことにつきま

しては大変申しわけなく思っております。 

 今後におきましては、現在の担当である私たちが責任を

持って最善の対応を図ってまいりたいと考えております。 

◯佐野委員 ありがとうございます。過去からの経緯でも、

体制で仕切り直しができていないことというのはあります

ので、まずは、先ほども述べられていましたけれども、し

っかり反省の上に立っていただいて、基本中の基本である、

ふぐあいが発生したとか工事が遅延したとか何かしら問題

があった場合については、今以上の連絡体制を構築してい

ただいて、一層この問題発見に着目していただいて、ぜひ

未然防止と予防をとっていただきたい。また、早期の工事

終結で信頼性の確立を行っていただきたいと思います。こ

れをしっかり市民に示していただくことが大事だと思いま

すので、どうかよろしくお願いします。 

 以上で終わります。 

17.09.22 

 


